
第 1回次期総合振興計画（区の将来像）に係る岩槻区検討懇話会 

議事要旨 

開催日時：2018 年 12 月 4 日（火）10:00～12:00

開催会場：さいたま市岩槻区役所 第 1会議室 

出席者（懇話会委員）：

岩槻区スポーツ振興会 海野 あきゑ 氏

岩槻人形協同組合 新井 久夫 氏

岩槻蓮田地区更生保護女性会 田口 ゆり子 氏

公益社団法人埼玉中央青年会議所 森田 裕 氏

さいたま市岩槻区自治会連合会 三次 宣夫 氏（座長）

さいたま市岩槻美術家協会 友弘 富美江 氏

さいたま市岩槻区民生児童委員協議会 木所 テル子 氏

さいたま市交通安全保護者会 (母の会) 岩槻支部 清水 一美 氏

さいたま市シニアユニバーシティ岩槻校校友会協議会   宮澤 孝雄 氏

さいたま商工会議所岩槻支部 長野 晋睦 氏（職務代理）

さいたま市 P T A協議会岩槻区連合会 岡野 育広 氏

社会福祉法人さいたま市社会福祉協議会岩槻区事務所   時田 実 氏

青少年育成さいたま市民会議岩槻区連絡会 高橋 紀世 氏

南彩農協いわつき農業団体連合会 飯山 正樹 氏

（事務局：さいたま市）： 

岩槻区役所：宮寺区長／沼尻副区長／佐藤区民生活部長／横川参事兼総務課長 

都市経営戦略部：中村副参事／篠葉参与  

欠席者（懇話会委員）： 

岩槻観光委員会 小宮 康一郎 氏

岩槻商店会連合会 田中 泰治 氏

議題及び公開又は非公開：(議題) 岩槻区における「課題」と「将来への期待」について 

岩槻区の将来像・まちづくりのポイントについて

岩槻区の将来像の見直しについて

（公開又は非公開の別）公開

傍聴者の数：０人 

審議した内容：さいたま市次期総合振興計画の策定に向けた検討に伴う岩槻区の将来像に

ついて 



問合せ先：岩槻区役所 区民生活部 総務課 電話番号 048-790-0115 



１ 開会 

２ 挨拶 

 区長及び都市経営戦略部副参事より、挨拶があった。 

３ 出席者紹介 

 委員及び事務局の紹介があった。 

４ 座長及び職務代理者の選出 

 委員の互選により、座長に三次委員を、座長の指定により職務代理者に長野委員を選出し

た。 

５ 意見交換  

⑴ 岩槻区における「課題」と「将来への期待」について 

⑵ 岩槻区の将来像・まちづくりのポイントについて 

⑶ 岩槻区の将来像の見直しについて 

 各委員より、上記議題について、次のとおり意見及び感想を述べた。 

●岩槻区における課題と将来への期待について

・地域にいる子供だけでの子供会活動では難しくなっているので、岩槻から出て行った親子

が参加できる仕組みを模索している。

・市民意識調査で住みやすいが微増だが人口が減っている。区内のどこの地区の人が答える

かで回答が異なると思うが、区内の地域間格差解消が課題である。また将来に向けては地下

鉄が延伸されるか次第で大きく変わると思うが、そこに向けての施策が必要だと思う。

・ひな祭り期間は賑わうが、その他の時期は賑わっておらず、対策をお願いしたい。

人形会館の会議室を人形関係者以外も借りられるようにお願いしたい。また座って談笑で

きるベンチ、場所を役所の中も含めてお願いしたい。また区内で鷹狩など催し物があっても

出ていける交通網が少ないと感じており、バスを通していただければと思う。

・歴史文化など良いものがあるが、何を推していくのかという点について区内でまとまりが

無いのではないか。この様な会議体が中心になって、何のイベントをメインに行うのかとい

った道筋などが示されることを期待している。

・最近のまちの様子を見ると寂しく思うが、地下鉄が通るとまちが変わると期待している。



区内には合唱団体等多くあるが、程よい大きさのホールが区内にないので、春日部市に行っ

ている状況である。300～400人のホールがあればありがたいと思う。

・地区は高齢化しており免許を返納する方が多い一方、コミュニティバスは 1 時間に 1 本
であるため交通の便が向上するよいと思う。また駅の近くの大型店舗が閉鎖し、買い物に行

く場所がなくなっている。また外から来る人から休む場所がない、という声を聞くので、そ

の様な場所があればよいと思う。

岩槻には若者が定住しておらず、対策に取組む必要がる。また岩槻は県営住宅が多いが、

県営住宅に入居する若い世代との交流が課題になっている。

・岩槻区において歩道や自転車通行専用帯などの整備は目に見えて進んでいるが、そこを通

る利用者の交通安全意識を高めることも大きな課題であると思う。交通ルールとマナーが

守られて安全な道になると思う。道を安全に通行できるよう日頃から会員の母親たちが身

近な交通安全の話をしながら、各家庭でも話すようにしてもらっている。交通安全は家庭か

らという掛け声の下活動しているが、各家庭で幼児期から高齢の方まで継続して交通安全

の話ができるよう働きかけていきたいと思っている。交通ルールとマナーが守られている

良いまちだ、と皆に感じてもらえるようなまちになることを期待しているし、私たちも反

復・継続した活動をしていきたいと思っている。

人形博物館について、完成を楽しみにしているが建物が完成して終わりでなく観光の拠

点になることを期待している。

・引っ越してきた当時岩槻には、ファミレスや大手のスーパーなど岩槻以外の資本の店が全

く無く、いずれ商店街は衰退するだろうと予測していた。また都内等へのアクセスの点から

人口減少は当然の話で、地下鉄の開通を人口が増える要因として期待している。

高齢化の対策については、どの様に他から人を呼び込むか、ということだが、そのために

駐車場の整備や岩槻城、道の駅等の箱物整備が必要ではないかと思う。また区をあげて旅行

会社等に区を売り込むことなどが人を呼び込むには必要だと思う。

・区の中では新入生の児童数など地域差がある。また岩槻には人が少ないという印象があ

り、大学の誘致など、若い人を呼び込むような取り組みが将来的に必要ではないかと思う。

・駅が新しくなり立派になったが、駅の中の観光案内所を活用し岩槻もっと PRするように
したい。また駅の東西は少し寂しいように感じる。

・子供たちが成長した時に、岩槻から出ていかないようにする取組みが必要である。交通手

段も一つだが、夢のある、子供たちが住んで良かったと思えるようなまちづくりを、私たち



大人が、団体も含めて行っていくことが大事だと思う。

岩槻と東岩槻間は移動の手段がなく、コミュニティバスも土日は運休しており、高齢者が

区内を移動する手段が十分でないと感じている。

・農業では、高齢化の中でも若手が頑張っている。また空いている田畑が問題となることが

あるが、住んでいる南部地域では、空いている田畑は若い人が借りて野菜を作っており、南

部地域については明るい農業が待っていると思う。また交通の利点を生かす点からも道の

駅など農産物を扱う施設があると良いと思う。

地下鉄を通すということについて、農家にとっては用地の買収など割を食う話ではない

かと懸念している。

・岩槻は歴史や伝統、城下町であるが、歴史と伝統が生かされておらず、またさいたま市の

中で岩槻の歴史と文化が認知されていない。そこで観光都市を目指し商工会ではさいたま

市城下町構想を作成し、検討を進めているところである。是非皆さんの力でこの取り組みを

展開していただければと思う。その先駆けとして人形博物館が完成するが、その中には市民

が憩う喫茶店や地場産業を売るコーナー、会議場所や人形を作る場所等を設置するように

行政にお願いしているところだ。

また岩槻には活発に活動している団体が多いが、活動している団体間をつなぐ役割を果

たす組織が無く、その様な組織を作っていただきたいと行政にお願いしている。

●岩槻区の将来像・まちづくりのポイントについて

●岩槻区の将来像の見直しについて

・地下鉄 7号線を岩槻駅まで早めに延伸してもらうようお願いしたい。

・行政が積極的に地域の開発をしないと、地下鉄は来ないだろう。

流入人口だけでなく、基礎となるまちづくりで何を目指すかということが明確にすべきで

ある。これに向け新駅周辺の区画整理を早急に進めるべきだと考えている。

市：市では先行整備区間として岩槻駅までを延伸区間として研究をしているところだ。

昨年度専門家に協議をいただき、延伸に対しては可能性と課題がある、とのことであった。

課題についてはまちづくりや交流人口といった点だが、その課題の克服に向け鋭意取り組

んでいるところだ。

地下鉄を通すにあたっては、地下鉄事業者の営業の観点もあり、岩槻に多くの人が来てい

るということを目に見える形で示す必要がある。

・まちづくりのポイントについて、現在の内容で素晴らしく、追加する点はないように感じ



る。

・輝けば光る地域資源の魅力向上、を入れたい。埋もれている地域資源がまだまだあり、ま

たこれを市内外に情報発信することが欠けているように思う。

・小松菜についてはブランド化しており生産も盛んだが、地域間競争の中にあり、販売促進

を行っているものの結びつかないのが現状だ。

・300～400人収容程度のホール建設をお願いしたい。

・民俗博物館は今後どのようにされるのか。

市：県の所有物で、市に買取りの打診があったが、公共施設マネジメント計画に基づき買取

りは行わないこととしているが、有効活用に向け県と協議を進めているところだ。

・岩槻駅案内所を有効に活用する手立てとして、地域産品の PRをできるようしたい。

・この様な会議を年に１、2回継続的に行いたいと思う。

市：以前はこの様な機会があったが、寄せられる意見が区では対応できない意見が多く、自

治会との共同事業ではあったが講演会の形式に代わっていった。またこの様な機会はあろ

うかと思うし、様々な機会、会合等に出向いて意見を伺い、区や本庁に伝えていきたいと思

う。本日頂いた意見については検討を行いたいと思う。

６ 閉会 


